
オーストラリア出身で日本をこよなく愛するクリス・グレンさんが
中部地域の産業の現場や遺産をめぐります！

クリス・グレンの

実は身近に溢れてる
金属加工の精密部品

　

木
地
に
天
然
檜
を
使
う
の
が
井
川
メ
ン

パ
の
特
徴
。
そ
の
製
作
工
程
は
…

①
製
材
し
た
檜
に
水
分
を
含
ま
せ
、
柔
ら

か
く
す
る
。
②
型
に
合
わ
せ
て
丸
型
や
小

判
型
に
曲
げ
る
。
③
桜
の
樹
皮
で
縫
っ
た

接
合
部
分
を
錆
漆
で
補
強
す
る
。
④
底
板

を
は
め
込
み
麦
漆
で
固
定
す
る
。
⑤
柿
渋

と
ベ
ン
ガ
ラ
を
混
ぜ
た
下
地
を
塗
る
。
⑥
生

漆
を
塗
っ
て
研
ぐ
作
業
を
数
回
繰
り
返
す
。

⑦
湿
度
を
保
っ
た
ム
ロ
に
入
れ
て
漆
を
硬

化
さ
せ
、完
成
。

　

前
田
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
、
昔
な
が
ら

の
工
程
と
天
然
素
材
を
使
う
こ
と
。
製
材

だ
け
で
な
く
桜
の
樹
皮
を
採
る
の
も
、
漆

を
育
て
る
の
も
、
自
ら
行
う
徹
底
ぶ
り
。

自
社
製
品
以
外
の
修
理
も
受
け
付
け
て
い

る
の
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

も
の
を
、
さ
ら
に
次
世
代
に
つ
な
げ
た
い

思
い
か
ら
。

　

水
分
を
適
度
に
調
整
す
る
井
川
メ
ン
パ

に
詰
め
た
お
弁
当
は
、
冬
は
ふ
っ
く
ら
、
夏

は
抗
殺
菌
作
用
で
安
全
に
味
わ
え
る
。
私

も
普
段
、
惣
菜
の
つ
く
り
置
き
を
入
れ
て

食
卓
に
そ
の
ま
ま
出
す
ほ
ど
お
気
に
入
り
。

い
つ
か
ま
た
前
田
さ
ん
に
修
理
に
出
す
日

が
来
る
ま
で
、毎
日
大
切
に
使
い
続
け
よ
う
。

天
然
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た

丈
夫
で
安
全
な
日
々
の
道
具

南アルプス南部の山麓と前衛の山々に囲まれた日本屈指のお茶処・川根本町。金谷
駅〜千頭駅間の「大井川本線」と千頭駅〜井川駅間の「南アルプスあぷとライン」の
大井川鐵道2路線が乗り入れる千頭駅があり、蒸気機関車や急勾配を上るアプト式
列車が発着している。

A 井川メンパ 大井屋
千頭駅から徒歩 5分ほど。檜の曲げ物に漆
を塗ったお弁当箱「井川メンパ」づくりを行う
職人・前田佳則さんの工房兼直営店。

榛原郡川根本町千頭 1225-8
TEL／ 050-5894-2806
https://ikawamenpa.business.site/

B 大井川鐵道
新金

かな

谷
や

駅～千頭駅間でほぼ毎日SLが運転。
また井川線の一部に日本で唯一のアプト式列
車が走ることで有名。

TEL／ 0547-45-4112（ SLセンター）
http://www.oigawa-railway.co.jp/

川根本町まちあるきMAP

智者の丘公園

オーストラリア出身。名古屋市在住。ラジオ
DJとしてZIP-FM『RADIO ORBIT』（日 曜
10:00～ 13:00）を担当するほか日本の魅力
を伝える外国人として、NHK『ブラタモリ』、
NHK WORLD『CASTLE QUEST』『NINJA 
TRUTH』など、テレビ出演も多数。趣味は戦
国時代の歴史研究、甲冑武具の収集、城めぐり
など。“日本人よりも日本人”な外国人として注
目されている。
http://www.chris-glenn.com/

クリス・グレン

 取材協力
 高洋電機株式会社
1951年（昭和26年）、高祖鉄工所創業。その後事業を継承した現会長の高祖 
洋氏により、1973年（昭和48年）高洋電機株式会社設立。同年、現所在地であ
る度会郡玉城町に本社工場を移転。多種多様な顧客からの要望に応えることで、
さまざまな産業の製品に同社の製品が使われている。http://koyofirst.jp/

「 交流 」ホームページにて
川根本町のスポットを

詳しくご紹介しています！

＊旋盤：金属などの被切削物を回転させ、刃物によって切削加工する工作機械。

C 小長井の吊橋　
さまざまな吊り橋が大井川にかかる中、赤い
鉄骨が印象的な長さ35メートルの吊り橋は、
あまり揺れず初心者向け。

榛原郡川根本町東藤川
TEL／ 0547-59-2746
（川根本町まちづくり観光協会）

D 杉本屋
1949年（昭和 24年）創業。千頭駅前にある川根
茶を使った羊羹の専門店。川根茶と北海道帯広
産の白豆を合わせた茶羊羹は濃厚で柔らかい。

榛原郡川根本町千頭 1216-13
TEL／ 0547-59-2222

井川の前田さんの先祖
の家にあった古い井川
メンパ。柄

ひ

杓
しゃく

は井川メ
ンパの技術の原型と言
われ神棚に飾られてい
たそう。

D

B

修理前の井川メンパ。前田さんは
年に2回、依頼を受けた修理作業
をまとめて行う。

持ち帰った丸型の「おひつ弁当」。料理が
得意なアシスタントが可愛らしいお弁当を
つくってくれた。

大
井
川

家の鍵や自動車、オフィス機器など、私たちの
生活を取り巻くたくさんの機械や製品。それ
ら機器の見えない部分に使われる金属部品を
類い稀な技術力で生み出しているのが三重
県にある高洋電機株式会社です。今回は、旋
盤＊による金属加工のトップランナーである同
社にクリスさんが訪れ、時代を越えて紡がれて
いるものづくり精神に触れました！

丁
寧
に
扱
え
ば

永
く
使
え
ま
す

千頭駅

大
井

川鐵
道 大井川

本線

大井川鐵道  

南
ア
ル

プスあぷとライン（井川線） 川根両国駅

急須の展望台

77

362
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＂
硬
い
＂金
属
加
工
の
世
界
に

ぬ
く
も
り
と
柔
軟
性
を
感
じ
た
！

ど
ー
も
、ど
ー
も
、ど
ー
も
！
ク
リ
ス
・
グ
レ
ン
で
す
。

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
切せ

っ

削さ
く

加
工
で
い
ろ
い
ろ
な
金
属

部
品
を
作
っ
て
い
る
高
洋
電
機
。
普
段
、
ボ
ク
た
ち
の
目

に
は
見
え
な
い
細
か
な
部
品
を
１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
の

精
度
で
仕
上
げ
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
！
鍵
の
構

造
部
品
や
モ
ー
タ
ー
パ
ー
ツ
な
ど
、
実
は
身
の
回
り
で
数

多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
ク
ル
マ
好
き
の
ボ
ク
も
、
き
っ
と
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
！

技
術
力
は
も
ち
ろ
ん
ス
ゴ
イ
！
で
も
同
じ
く
ら
い
感
動

し
た
の
は
、
社
長
の
人
柄
や
会
社
の
雰
囲
気
。
金
属
加
工

と
い
う
と
高
い
精
度
を
求
め
ら
れ
る
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、〝
硬
い
〞〝
シ
ビ
ア
〞な
人
が
多
い
の
で
は
と

想
像
し
た
の
で
す
が
、
社
長
も
工
場
の
み
な
さ
ん
も
明
る

く
や
さ
し
い
。
素
晴
ら
し
い
技
術
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

そ
し
て
温
か
み
の
あ
る
人
間
性
が
と
て
も
良
い
バ
ラ
ン
ス

で
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

旋盤工だった初代社長・亀太郎氏が1951年（昭和26年）、鳥羽市に
て創業。二度の火災と伊勢湾台風による被災を乗り越え、1973年（昭
和48年）、高洋電機株式会社を設立。少しずつ事業を発展させてき
たが、リーマンショックにより注文が激減…。それまで本格的に行っ
てこなかった営業活動を活発化させ、自分たちができることをPRし、
積極的に仕事獲得に乗り出した。

通常、“切
せっ

削
さく

”と“研
けん

磨
ま

”はそれぞれの工程が必要となる。しかし同社
では切削で研磨レベルまで加工する「研磨レス加工」で、時間・コスト
を圧縮できる。「営業先で『それはすごいね』と言われ、初めて自分た
ちの技術の価値に気付かされました」（高祖社長）。このことを足がか
りに、依頼があれば「とにかくやってみよう！」と挑戦。さまざまな素
材・形状の加工など高難度の案件をクリアしていく。現在では、約50

種類の金属を扱い、約4万アイテムが同社には登録されている。

目下の夢は大きく2つ。1つは“難削材の加工日本一”。「難しい仕事
に果敢に挑戦する姿勢は他社に負けない」と社長。2つ目は“自社の
オリジナル製品の開発”。自分たちがつくっているものはこれだ！とい
える自社商品をつくりたいとプロジェクトが動き出しているそう。そ
んな夢を掲げられるのも積み重ねてきた技術があるから。「受け継い
できた技術を次の世代につなげていく。それが先輩方への“恩返し”
だと思っています」（高祖社長）

災害やリーマンショック
さまざまな壁を乗り越えて

営業に行った先の反応で
自分たちのレベルの高さに気づく

先人から受け継いできた
技術を次の世代へ継承する

コンピューターがない時代
は、設計から手作業。
ものすごい技術ですね！

機械の正確さと人間の繊細さの
なせる技！細かい部分まで美し
く削られています！

移転直後に生産開始
した電磁クラッチ

現在の地へ移転して間もない、1974年（昭和49年）頃の工場内部。

〜これまで〜〜いま〜〜これから〜

「日本一を目指して、海外からも注目
される企業に」と高祖社長。

高速で回転している金属素材が削られている様子。

ご案内いただいたのは…
代表取締役社長

高
こう

祖
そ

 雅規さん

古い旋盤の機械。今も現役で
活躍中。

レアメタルの一種で極
めて硬いタングステン
などの難

なん

削
さく

材
ざい

と呼ばれ
る金属の加工は、同社の
得意分野。写真は、世界シェ
アの約6割を誇る映写機用光源の材料。

「昔の職人は、指先で加工
品の厚さが1/10ミリ単位で
わかった」と高祖社長。

設計図をもとに、
プログラミングし
て旋盤の機械を
動かす。微妙なズ
レを調整するのは
人の感覚が頼り。

エンジニア出身の社長の
もと、高い技術と深いこだ
わりで機械部品をつくっ
ていることに感動！彼らの
ものづくりの素晴らしさに

「スゴイ！」を連発してしま
いました！

中心に0.2mmの真っ直ぐな穴を開け、糸を通
した円柱の金属。技術力の高さがわかる。

タングステン（手前）、銅（奥）、アル
ミ（右）でつくった印鑑。持ったとき
の重さの違いに驚く。（タングステ
ンは、アルミの7倍の比重）

高祖雅規さんは、2016年に社長に就任。若い頃、約1年半アメリカに
滞在、その後約半年をかけて中南米を旅したという。「何にでも挑戦す
る気持ちや柔軟な考え方は、その経験が原点なのでは？」（クリス）

検品は人の手で。機械
より人間のほうが細か
なところに気づくこと
ができる。

主力製品である鍵の部品。高洋電機の生産の8割を
大手鍵メーカーの製品が占めていた時期もあった。

測定室での完成品の最終検査。
センサーを当てることで寸法に
狂いがないか、削った面のなめ
らかさなどを測定。

現在の地へ移転して間もない、1974年（昭和49年）頃の工場内部。
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